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令和７年度　一般会計決算（歳出）

38億1556万円

（９月定例会）

事　務　報　告（抜粋）

　本町の財政状況は、町税が増収となったものの地方交付税の減収により、財源不足の解消には至らず、基金
からの繰り入れを行なうとともに、必要最小限の地方債発行で対処しました。
　また、歳出全体に占める公債費の割合は減少しているものの、厳しい財政状況となっていますが、町の将来
を見据えて必要な事業を実施するため、離島振興法や辺地・過疎対策事業を利用し地方債残高を減少させ、国・
県からの支援を最大限利用し、厳しいながらも健全な財政運営に努めました。

　令和８年第４回直島町議会定例会が９月８日から14日までの会期で開催されました。

　一般会計・特別会計・簡易水道事業会計・下水道事業会計の決算認定、令和８年度補正予算など報告２件、

議案17件を審議し、いずれも原案通り可決し、全日程を終了しました。

令和７年度直島町決算一覧表
（単位　千円）

区　分
会計別

歳　　　入 歳　　　出
予算額 決算額 予算額 決算額

一般会計 4,050,840 4,051,977 4,050,840 3,815,556
国民健康保険事業特別会計 384,371 372,135 384,371 355,195
介護保険事業特別会計 468,474 469,288 468,474 453,559
診療所事業特別会計 274,438 277,876 274,438 262,813
後期高齢者医療事業特別会計 80,633 80,692 80,633 80,190
宅地造成事業特別会計 6,406 3,354 6,406 3,354
※　一般会計については、前年度からの繰越事業費繰越額を含む。

簡易水道会計

収益的収入 収益的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
506,717 535,796 495,906 486,955
資本的収入 資本的支出

予算額 決算額 予算額 決算額
64,405 64,403 173,666 148,710

下水道会計

収益的収入 収益的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
236,048 249,186 222,215 206,835
資本的収入 資本的支出

予算額 決算額 予算額 決算額
127,192 127,433 150,506 150,199

2025が開催

子育て支援（おむつ・ミルク等助成）事業　   180万円

なおしまキッズポート運営業務委託　   980万円

本村排水ポンプ修繕工事 　　1887万円

焼却施設設備補修工事 　　3064万円

有害鳥獣対策事業（イノシシ他駆除業務）　   472万円

瀬戸内国際芸術祭2025関連経費　2101万円

直島の火まつり助成 　　1450万円

直島パヴィリオン塗装補修工事　 　55万円

本村60号線舗装工事 　　1194万円

中筋２の４号線道路改良工事　3300万円

横防・八日山地区急傾斜地崩壊対策県営事業負担金　1139万円

直島港護岸工事他県営事業負担金　1805万円

外新田団地外壁改良工事 　　3092万円

第１分団屯所更新工事 　 12245万円

救急患者搬送業務  　　5440万円

中高生海外研修事業 　　  134万円

中学校屋上防水改修工事 　　9179万円

下水道長寿命化工事 　　4290万円

こんな事業に使いました
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交流人口増加の鍵となる
瀬戸内国際芸術祭

本村排水ポンプ修繕工事

直島の火まつり

なおしまキッズポート運営業務委託

第１分団屯所更新工事

中筋２の４号線道路改良工事

救急患者搬送業務
中学校屋上防水改修工事

中高生海外研修事業

こんな事業に使いました
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令和７年度一般会計歳入歳出　構成図

歳 入（収入）
40億5198万円

歳 出（支出）
38億1556万円

自主財源
22億1631万円
54.7％

町税
10億1299万円
25.0％

使用料・手数料
1億131万円
2.5％

分担金・負担金
2131万円
0.5％

諸収入
3058万円
0.7％

県支出金
9775万円
2.4％

寄附金　
3653万円　
0.9％

町債　
1億6920万円　
4.2％

繰入金
5億3074万円
13.1％

繰越金
2億9400万円
7.3％

依存財源
18億3567万円
45.3％

財産収入
1億8885万円
4.7％

地方譲与税等　
1億4632万円　
3.6％

地方交付税
12億4591万円
30.7％

総務費
10億6224万円
27.8％

民生費
6億2763万円
16.5％

衛生費
5億3966万円
14.1％

農林水産業費
2640万円
0.7％

土木費
3億4885万円
9.1％

教育費
3億266万円
7.9％

議会費
5160万円
1.4％

消防費
2億3886万円
6.3％

公債費
3億1729万円
8.3％

諸支出金
1億8275万円
4.8％

商工費
1億1762万円
3.1％

国庫支出金
1億7649万円
4.4％

次
期
瀬
戸
芸

�

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
要
望

決
算
事
務
報
告

主
な
質
疑

診
療
所
の
経
営
状
況

Q
（
浜
口
）
診
療
収
入

は
大
き
く
減
収
、
外

来
収
入
に
つ
い
て
も
減
収
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

般
会
計
か
ら
１
億
６
０
０
０

万
円
の
繰
入
れ
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、抜
本
的
な
経
営
の
見

直
し
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

で
も
、３
６
５
日
24
時
間
の
現

体
制
を
維
持
し
て
い
く
の
か
。

A
（
町
長
）
可
能
な
限

り
こ
の
体
制
は
、
続

け
て
い
き
た
い
。

Q
（
宮
原
）入
院
患
者
が

大
幅
に
減
少
と
な
っ

た
要
因
は
。

A
（
診
療
所
事
務
長
）

入
院
受
け
入
れ
の
規

制
が
昔
よ
り
厳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

Q
（
宮
原
）
今
後
の
経

営
改
善
に
向
け
た
対

策
は
。

A
（
診
療
所
事
務
長
）

看
取
り
や
転
院
に
よ

る
在
宅
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
入

院
は
、
受
け
入
れ
す
る
こ
と

を
他
の
医
療
機
関
へ
働
き
か

け
て
い
る
。

　

ま
た
、介
護
で
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
に
つ
い
て
も

ケ
ア
マ
ネ
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
利
用
を

促
す
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

経営改善に向けて対策を
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直
島
の
基
幹
産
業

Q
（
小
野
）
現
在
の
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
社
の

状
況
は
、
中
国
に
対
抗
す
る

た
め
、
原
料
調
達
や
製
品
販

売
を
同
業
他
社
と
統
合
。
ま

た
、ア
メ
リ
カ
で
の
レ
ア
ア
ー

ス
な
ど
の
事
業
へ
の
投
資
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
基
幹
産
業
と
し
て
今

後
も
事
業
展
開
を
要
望
し
て

ほ
し
い
。

A
（
町
長
）
現
在
、
増

産
に
向
け
て
工
場
の

拡
張
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
製
錬
所
が
直
島
か
ら

な
く
な
る
こ
と
は
考
え
た
こ

と
は
な
い
。

　

ま
た
、
毎
年
本
社
に
行
き

お
願
い
し
て
い
る
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

�

２
０
２
５

Q
（
山
上
）
６
回
目
と

な
っ
た
瀬
戸
芸
の
直

島
へ
の
来
場
者
数
は
。

A
（
産
業
環
境
課
長
）

期
間
中
の
来
場
者
数

は
、
33
万
８
４
５
９
人
だ
。

Q
（
西
岡
）
昨
年
の
瀬

戸
芸
は
大
変
多
く
の

方
が
来
島
し
、
活
気

の
あ
る
も
の
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
宮
浦
港

は
大
変
混
雑
し
、
解

消
の
た
め
に
横
断
歩

道
の
設
置
な
ど
予
算

要
望
を
し
た
経
緯
が

あ
る
。

　

次
回
は
複
合
施
設

が
完
成
し
、
そ
れ
以

上
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
。ぜ
ひ
と
も
ガ
ー

直
島
女
文
楽

Q
（
山
下
）
浄
瑠
璃
の

方
が
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
、今
後
の
存
続
は
。

A
（
教
育
長
）現
在
、
人

形
遣
い
が
13
人
、
浄

瑠
璃
が
３
人
の
16
人
と
な
っ

て
い
る
。
う
ち
50
歳
未
満
の

人
形
遣
い
が
９
人
。
浄
瑠
璃

が
１
人
で
あ
り
、
若
い
座
員

が
増
え
つ
つ
あ
る
状
況
だ
。

つ
り
公
園

Q
（
宮
原
）
つ
り
公
園

の
今
後
の
事
業
展
開

は
。
ま
た
、
固
定
桟
橋
の
解

体
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

A
（
町
長
）
事
業
は
現

状
維
持
し
た
い
。

　

ま
た
、
固
定
桟
橋
は
危
険

な
状
態
だ
が
、
現
在
進
め
て

い
る
複
合
施
設
に
ま
ず
全
力

を
あ
げ
て
、
見
通
し
が
つ
い

て
か
ら
考
え
た
い
。

Q
（
宮
原
）
複
合
施
設

の
完
成
に
注
力
し
て

い
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、

他
の
課
題
も
並
行
し
て
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
。

A
（
町
長
）
反
論
す
る

が
、
常
に
他
の
課
題

に
つ
い
て
も
優
先
順
位
を
考

え
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
。今後の展開は

危険な通学路

通
学
路
の
安
全
対
策

Q
（
西
岡
）
木
村
プ
ロ

パ
ン
の
裏
の
通
学
路

は
イ
ノ
シ
シ
が
よ
く
出
没
す

る
。
周
辺
の
草
刈
り
が
進
ん

で
い
な
い
が
、
子
ど
も
の
安

全
の
た
め
に
定
期
的
に
草
刈

り
を
し
て
ほ
し
い
。

A
（
産
業
環
境
課
長
）

現
在
、
環
境
班
の
人

員
は
３
人
で
、
作
業
で
き
る

範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
。
通

学
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

職
員
も
手
伝
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

電
子
投
票

Q
（
浜
口
）
今
年
の
県

知
事
選
挙
で
は
善
通

寺
市
で
電
子
投
票
を
実
施
、

開
票
時
間
は
大
幅
に
短
縮
で

き
た
と
聞
い
て
い
る
。
本
町

で
も
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
衆
議
院
選

挙
で
あ
れ
ば
、
選
挙

区
、
比
例
区
、
最
高
裁
審
査

が
あ
り
複
雑
と
な
る
。

　

費
用
対
効
果
か
ら
考
え
れ

ば
現
段
階
で
は
効
果
が
得
ら

れ
な
い
と
思
う
。
た
だ
将
来

的
に
は
検
討
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。町

の
人
口
推
移

Q
（
山
上
）
昨
年
１
年

間
の
自
然
動
態
と
社

会
動
態
数
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

自
然
動
態
は
出
生
15

人
、死
亡
46
人
で
31
人
の
減
。

社
会
動
態
は
転
入
２
０
７
人
、 

転
出
２
１
６
人
で
９
人
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
窓
口
で
回
答
が
得

ら
れ
た
移
住
に
よ
る
転
入
者

は
９
人
だ
。

乗船のための長い列

ド
マ
ン
の
増
員
を
お
願
い
し

た
い
。

A
（
町
長
）
横
断
歩
道

に
つ
い
て
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。ガ
ー

ド
マ
ン
の
増
員
も
含
め
、
町

と
し
て
き
ち
っ
と
県
に
要
望

す
る
。

Q
（
山
上
）
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
り
、

特
に
帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
は
積

み
残
し
が
多
発
し
て
い
る
。

　

終
了
後
の
県
実
行
委
員
会

総
括
で
次
回
へ
の
対
策
な
ど

要
望
し
た
か
。

A
（
町
長
）
現
在
こ
れ

ら
の
対
策
に
つ
い
て

は
協
議
中
で
あ
り
、
発
表
で

き
る
段
階
で
は
な
い
。
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（�

）

Q
（
中
根
）
高
校
生
に

対
す
る
通
学
費
補
助

の
対
象
人
数
は
。

A
（
教
育
次
長
）
岡
山

方
面
が
11
人
、
高
松

方
面
が
41
人
だ
。
令
和
８
年

度
は
、
岡
山
方
面
が
21
人
、

高
松
方
面
が
36
人
だ
。

（�

）

Q
（
西
岡
）
観
光
費
の

工
事
請
負
費
は
、
何

を
改
良
し
た
の
か
。

A
（
産
業
環
境
課
長
）

つ
つ
じ
荘
の
電
源
増

設
、
大
浴
場
の
ガ
ス
給
湯
器

取
り
替
え
、
大
広
間
空
調
機

更
新
工
事
な
ど
だ
。

（�

）

Q
（
山
上
）救
急
患
者
搬

送
業
務
負
担
金
は
玉

野
市
消
防
へ
の
負
担
金
か
。ま

た
、救
急
車
の
利
用
件
数
は
。

A
（
総
務
課
長
）玉
野
市

に
対
す
る
救
急
業
務

事
業
へ
の
委
託
負
担
金
で
、救

急
車
の
要
請
件
数
は
35
件
だ
。

（�

）

Q
（
西
岡
）
地
域
活
力

向
上
の
た
め
の
市
町

等
総
合
交
付
金
は
、
ど
ん
な

交
付
金
か
。

決
算
認
定

一
般
会
計

（�

）

Q
（
宮
原
）
固
定
資
産

税
の
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
の
金
額
は
。

A
（
税
務
課
長
）
土
地

が
８
２
５
２
万
円
、

家
屋
が
１
億
４
１
８
８
万
円
、

償
却
資
産
が
４
億
８
３
５
４

万
円
だ
。

（�

）

Q
（
山
上
）
県
営
事
業

負
担
金
の
主
な
事
業

の
内
訳
は
。

A
（
建
設
水
道
課
長
）

直
島
港
の
地
震
津
波
、

宮
浦
港
ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
、

直
島
港
護
岸
改
良
が
納
言
様

と
八
日
山
地
区
の
２
件
だ
。

何
を
改
良
し
た
の

ど
こ
へ
の
負
担
金

固
定
資
産
税
の
内
訳
は

ど
の
よ
う
な
交
付
金
か

通
学
費
補
助
の

�

対
象
人
数
は

県
営
事
業
負
担
金
の

�

内
訳
は

A
（
総
務
課
長
）
救
急

患
者
等
搬
送
業
務
費

に
充
当
し
て
い
る
交
付
金
で
、

目
的
は
地
域
課
題
解
決
の
施

策
に
対
す
る
財
源
で
、
県
か

ら
の
補
助
金
だ
。

な
ぜ
保
険
料
収
入
が

�

増
え
た
の

〔
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〕

（�

）

Q
（
中
根
）保
険
料
収
入

が
増
え
た
原
因
は
。

A
（
税
務
課
長
）
定
額

減
税
が
な
く
な
っ
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。

特
別
会
計

討　

論

一

般

会

計

賛
成
（
浜
口
）

　

女
文
楽
の
充
実
に
努
め
ら

れ
、
若
い
後
継
者
の
確
保
も

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

特

別

会

計

〔
診
療
所
事
業
〕

賛
成
（
浜
口
）

　

３
６
５
日
24
時
間
、
安
心

し
て
町
に
住
む
こ
と
が
で
き

る
診
療
所
に
な
る
と
と
も
に
、

経
営
改
善
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易

水
道
会
計
・
下
水
道
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
会
計
経
理
は
適
正
と

認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

（
一
般
会
計
）

　

税
の
徴
収
率
は
99
・
６
％
と
高
水
準
を
維
持
し

て
い
る
が
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
一
部
で
滞
納

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ

う
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
行
財
政
運
営
を
望
む
。

（
国
保
会
計
）

　

保
険
税
滞
納
額
が
増
加
し
て
い
る
。
税
の
徴
収

率
向
上
と
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
よ
う
一
層
の

努
力
を
望
む
。

（
診
療
所
会
計
）

　

毎
年
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
で
運

営
し
て
い
る
。
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
親
し
み
の
も

て
る
診
療
所
と
し
て
経
営
努
力
し
、
一
層
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

〝限られた財源で
　　　最大の効果を〟

� 監査委員　大林　　清
� 　〃 　　浜口　敏夫監査報告

直島港津波対策
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近
年
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
地
震
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
現
状
だ
。

　

そ
こ
で
、「
自
助
の
強
化
」

の
重
要
性
を
町
民
に
し
っ
か

り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

防
災
教
室
の
実
施
や
、
広
報

　

町
長
の
所
信
表
明
に
は

「
役
場
の
仕
事
は
サ
ー
ビ
ス

業
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

12
〜
13
時
の
１
時
間
は
当

番
が
２
人
い
る
が
照
明
を
落

と
し
、
業
務
が
止
ま
っ
て
お

り
、
昼
休
み
し
か
庁
舎
に
行

か
れ
な
い
利
用
者
か
ら
不
便

だ
と
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　

昼
休
み
を
前
半
後
半
に
分

け
、
業
務
を
止
め
る
こ
と
な

〔
町
長
〕
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

〔
町
長
〕
現
状
は
変
え
た
く
な
い

自
助
の
強
化
・
公
助
の
強
化
を

昼
休
み
の
見
直
し
を

紙
に
よ
る
各
家
庭
で
の
備
蓄

を
積
極
的
に
周
知
啓
発
を
行

な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、「
公
助
の
強
化
」
に

つ
い
て
。
現
在
、
災
害
時
に

「
コ
ー
プ
か
が
わ
」
と
物
資

協
定
の
締
結
を
し
て
い
る
が
、

地
震
の
影
響
で
港
が
壊
滅
的

な
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

孤
立
状
態
に
な
り
物
資
の
搬

入
が
困
難
に
な
る
と
考
え
る
。

く
利
便
性
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

A
（
町
長
）
交
替
制
で

休
憩
を
取
る
こ
と
は

法
的
に
可
能
だ
。現
在
、日
直

と
住
民
福
祉
課
職
員
１
人
の

２
人
体
制
で
住
民
票
や
各
種

証
明
書
の
発
行
、
税
や
公
共

料
金
の
収
納
な
ど
、最
低
限
の

窓
口
業
務
は
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
間
帯
が
１

日
の
う
ち
で
最
も
窓
口
や
電

　

災
害
時
に
物
資
を
県
や
自

衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
、

輸
送
艇
で
輸
送
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
前
に
県
と
輸

送
協
定
を
締
結
し
て
い
た
だ

き
、
町
民
の
安
心
を
確
保
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）「
自
助
の

強
化
」
だ
が
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行

話
対
応
が
少
な
い
状
況
だ
。

　

13
時
以
降
の
需
要
が
多
い

時
間
帯
に
職
員
が
半
数
で
は

手
薄
と
な
り
、か
え
っ
て
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
招
く
恐
れ
も
あ

る
。

　

近
年
、
全
国
の
自
治
体
で

は
働
き
方
改
革
や
デ
ジ
タ
ル

化
を
背
景
に
、
昼
休
み
の
窓

口
閉
鎖
や
開
庁
時
間
を
短
縮

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
本
町
で
は
従
来
ど
お
り

政
に
よ
る「
公
助
」に
は
限
界

が
あ
り
、
発
災
直
後
に
は
町

民
一
人
ひ
と
り
の「
自
助
」、

ま
た
地
域
で
助
け
合
う
「
共

助
」が
非
常
に
重
要
に
な
る
。

　

災
害
直
後
は
、
食
料
や
飲

料
水
な
ど
の
物
資
が
す
ぐ
に

届
か
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
各
家
庭
で
食
料
や
飲
料

水
を
は
じ
め
、
必
要
な
生
活

用
品
を
１
週
間
程
度
を
目
安

に
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　

ま
た
、
今
後
も
広
報
紙
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
に

関
す
る
教
室
・
講
座
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用
し
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
く
。

　
「
公
助
の
強
化
」で
は
、
県

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
体
制
を
確
保
し
て
お
く

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
、有
事
の
際
の
協
定

を
締
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、
既
に
県
と
の
間
に

お
い
て
防
災
ヘ
リ
の
応
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
協
定
の
枠
組
み
の
中
で

災
害
時
の
応
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
と
も
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
役
割
を
踏

ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

で
維
持
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q
　

い
き
な
り
全
体
で

は
な
く
、
一
部
で
交

替
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
日
直
１
人

と
住
民
福
祉
課
が
必

ず
１
人
い
る
の
で
、
現
状
は

変
え
た
く
な
い
。

Q
　

代
替
案
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
６
時
半

か
ら
23
時
ま
で
、
土
日
祝
日

も
対
応
し
て
い
る
の
で
、
利

便
性
を
図
れ
る
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
本
町
の
場

合
は
そ
こ
ま
で
需
要

が
な
い
。

　

一
番
い
い
の
は
何
か
、
調

査
・
検
討
を
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
直
島
に
す
る
た
め
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

昼休みの１階風景

命をつなぐ備蓄を
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小林町長

できるだけ
繰り出しを
減らす

診療所経営
� 年々厳しい状況だが

◦６月８日　福島真希さんがカナダのオンタリ
オ州ミシサガ市で開催される「Japan Festival 
CANADA 2026」の協議のため来庁されました。

◦６月24日　就実大学経営学部の八巻教授ほか
が「たまの観光塾」についての協議のため来
庁されました。

◦６月25〜26日　台風７号接近に伴い大雨警報
及び土砂災害警報が発令され、災害対策本部
を設置し避難所を開設などの対応にあたりま
した。

◦６月30日　県の大山副知事ほかが意見交換の
ため来庁されました。

◦６月30日　総務省自治財政局準公営企業室の
有村課長補佐ほかが公立病院等医療提供体制
確保支援事業のヒアリングのため来庁されま
した。

◦８月４日　琴平町観光商工課の森本課長ほか
が瀬戸内アートツーリズム計画について説明
等のため来庁されました。

◦８月７日　玉野市建設部及び岡山県南部水道
企業団を訪問し、夏季の挨拶を申し上げまし
た。

◦８月18〜20日　岡山県立玉野光南高校による
野外活動（遠泳実習）がふるさと海の家「つ
つじ荘」ほかで実施され、これに参加しました。

（主なもの）

町
長
報
告

町
長
報
告

調
査
結
果
は

Q
（
浜
口
）
京
都
大
学

等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
直
島
研
究
調
査
の

報
告
に
来
て
い
る
が
、
調
査

結
果
で
ど
の
よ
う
な
報
告
が

あ
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）京
都
大
学
・

東
京
大
学
・
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
３

校
が
共
同
で
２
年
間
、
直
島

の
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

最
終
報
告
で
は
な
い
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
イ

主
な
質
疑

ン
バ
ウ
ン
ド
者
は
、
瀬
戸
内

の
景
色
を
見
に
来
る
と
と
も

に
、
ア
ー
ト
と
自
然
と
の
融

合
が
一
つ
の
魅
力
と
の
こ
と

だ
。
後
日
詳
し
い
報
告
が
あ

る
と
思
う
。

目
的
と
協
議
内
容
は

Q
（
宮
原
）
就
実
大
学

の
教
授
と
「
た
ま
の

観
光
塾
」
に
つ
い
て
、
ど
ん

な
協
議
を
し
た
の
か
。

A
（
町
長
）
当
町
へ
の

来
島
者
は
玉
野
市
が

通
過
点
で
あ
っ
て
、
滞
在
は

少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
就

実
大
学
主
催
で
解
消
に
向
け

た
協
議
だ
。

ペ
ッ
ト
と
の
避
難
所
は

Q
（
山
下
）以
前「
ペ
ッ

ト
と
避
難
で
き
る
場

所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ど
こ

か
に
掲
載
で
き
る
か
も
」
と

言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、

担
当
課
と
協
議
を
し
て
い
く
。

宿
泊
税
対
象
の
施
設
は

Q
（
西
岡
）ま
だ
、細
か

い
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
対
象
は
ホ
テ
ル

だ
け
か
、個
人
経
営
の
民
宿
も

該
当
す
る
の
か
。ま
た
、１
人

当
た
り
の
宿
泊
税
の
金
額
は
。

A
（
町
長
）
現
在
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
中
で
あ
る
。

県
の
協
議
会
の
最
終
的
な
判

断
は
も
う
少
し
先
だ
が
、
民

宿
も
宿
泊
税
の
対
象
だ
と
聞

い
て
い
る
。

遠
泳
学
習
は
毎
年
な
の
か

Q
（
中
根
）
昨
年
、
今

年
と
遠
泳
学
習
を
実

施
し
て
い
る
が
来
年
も
行
な

う
の
か
。

A
（
町
長
）
玉
野
光
南

高
校
の
考
え
も
あ
る

と
思
う
が
。
当
分
の
間
は
、

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

経
営
改
善
が
必
要
で
は

Q
（
山
上
）
公
立
病
院

等
医
療
提
供
体
制
確

保
支
援
事
業
だ
が
、
ふ
れ
あ

い
診
療
所
は
年
々
厳
し
い
経

営
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
、
町
か
ら
国
に
お

願
い
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

国
か
ら
指
定
さ
れ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
町
か
ら
国

に
対
し
て
手
を
挙
げ

た
。７
年
度
は
、診
療
収
入
も

減
っ
て
お
り
、町
の
方
針
と
し

て
は
、で
き
る
だ
け
繰
り
出
し

を
減
ら
す
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
て
い
た
だ
き
、良
い
方

向
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
は

Q
（
小
野
）
玉
野
市
は

水
道
料
金
が
上
が
る

と
聞
い
て
い
る
。
直
島
も
将

来
的
に
水
道
料
金
の
改
定
が

あ
る
と
思
う
。
現
状
何
か
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の

か
。A

（
町
長
）
玉
野
市
の

水
道
料
金
は
来
年
ぐ

ら
い
に
値
上
げ
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
町
は
ま
だ
し
ば
ら

く
値
上
げ
は
し
な
い
。

玉野光南高校の遠泳学習
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津山教育長

徐々に
進展している

部活動の
�地域展開の進捗は

教
育
長
報
告

◦６月１日　県中学校部活動地域展開推進協議会
第１回定例会に出席しました。

◦６月７日　町文化協会芸能大会を参観しました。
◦６月９日　第１回総合教育会議に出席しました。
◦６月10日　町社会福祉協議会の監事として、令

和７年度理事の職務執行状況について監査を実
施しました。

◦６月12日　町在住の高校生が在籍する興陽高
校・玉野光南高校・玉野高校・玉野商工高校を
訪問して在校生徒の状況等を聞き、来年度以降
の受け入れをお願いしました。

◦６月29日　直島文化村代表取締役社長吉田氏と
福武財団経営企画室香川氏が来室され、小中学
校の学校教育について尋ねられました。

◦７月１日　町社会教育委員・公民館運営審議会
委員合同会議、第１回町地域学校協働本部委員
会に出席しました。

◦７月９日　小学校校内研究授業で第１学年の外
国語活動の授業を参観しました。

◦７月29日　令和８年度地域行政意見交換会に出
席しました。

◦８月５日　東部教育長会・東部教育長会研修会
に参加しました。

◦８月19日　玉野光南高校校長と副校長が遠泳合
宿の挨拶に来庁されました。

（主なもの）

在
籍
数
は

Q
（
松
島
）
岡
山
県
公

立
高
校
の
在
籍
人
数

は
。A

（
教
育
長
）
興
陽
高

校
１
人
、
玉
野
光
南

高
校
２
人
、玉
野
高
校
11
人
、

玉
野
商
工
高
校
が
７
人
だ
。

部
活
動
の

�

地
域
展
開
の
進
捗
は

Q
（
中
根
）
町
も
推
進

し
て
い
る
が
、
他
の

主
な
質
疑

市
町
は
。

A
（
教
育
長
）
高
松
市

は
令
和
９
年
９
月
か

ら
、
さ
ぬ
き
市
は
令
和
10
年

９
月
か
ら
地
域
展
開
を
す
る
。

他
の
地
域
に
つ
い
て
も
徐
々

に
進
展
し
て
い
る
。

授
業
の
内
容
は

Q
（
西
岡
）
小
学
校
の

研
究
授
業
で
外
国
語

活
動
の
参
観
と
あ
る
が
、
内

容
は
。

A
（
教
育
長
）
外
国
語

活
動
は
学
習
要
領
で

は
３
・
４
年
生
が
対
象
だ
が
、

当
町
は
特
別
教
育
課
程
特
例

校
認
定
校
な
の
で
１
・
２
年

生
か
ら
。

　

お
互
い
に
会
話
す
る
学
習

で
小
学
１
年
生
が
楽
し
く
活

動
し
て
い
た
。

委
員
会
の
内
容
は

Q
（
中
根
）
町
地
域
学

校
協
働
本
部
委
員
会

と
は
ど
ん
な
内
容
か
。

A
（
教
育
長
）
学
校
外

活
動
や
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
登
下
校
の
見

守
り
活
動
等
、地
域
学
校
協
働

活
動
の
企
画
及
び
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
登
録

実
施
評
価
等
を
行
な
う
仕
事
。

　

学
校
教
育
に
地
域
の
方
が

柔
軟
に
参
画
で
き
る
よ
う
な

し
く
み
だ
。

協
力
し
た
い
内
容
と
は

Q
（
山
上
）
福
武
財
団

が
小
中
学
校
に
協
力

し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
教

育
長
が
考
え
る
協
力
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
福
武
財

団
は
学
習
指
導
の
企

業
で
も
あ
る
の
で
学
力
向
上

の
支
援
を
。
ま
た
、
美
術
関

係
の
協
力
も
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
か
な
と
の
話
を
し
た
。

　

既
に
小
学
校
で
は
ふ
る
さ

と
学
習
と
い
う
こ
と
で
、
美

術
館
や
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

行
っ
て
学
習
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

地
域
行
政
意
見
交
換
会
で

Q
（
小
野
）
当
町
と
し

て
出
し
た
意
見
は
。

A
（
教
育
長
）
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う

能
力
を
高
め
る
方
向
で
次
期

学
習
要
領
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
町
に
は
現
在
技
術
科

の
先
生
は
不
在
。
全
国
で
技

術
の
先
生
が
不
足
し
て
い
る

の
で
、
増
や
す
よ
う
な
施
策

の
検
討
を
要
望
し
た
。

東
部
教
育
長
会
研
修
会
と
は

Q
（
西
岡
）
ど
ん
な
研

修
内
容
だ
っ
た
か
。

A
（
教
育
長
）
東
部
教

育
事
務
所
が
県
東
部

管
内
３
市
４
町
の
学
校
を
訪

問
し
、
学
校
経
営
や
授
業
に

つ
い
て
指
導
・
助
言
を
し
て

お
り
、
そ
の
状
況
報
告
だ
。

１年生から英会話

福武財団での学習
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十分に検討し
� 対応してほしい

〔
総
務
課
〕

消
防
団
夏
季
訓
練

７
月
６
日　

実
施

参
加
者　
　

76
人

〔
診
療
所
〕

令
和
８
年
度
診
療
状
況

�

（
６
月
末
）

入
院
患
者
数�

17
人　

�

（
前
年
度　

28
人
）

外
来
患
者
数

�

３
１
０
７
人　

（
前
年
度　

３
２
９
１
人
）

時
間
外
救
急
患
者
数

�

84
人　

�

（
前
年
度　

73
人
）

Q
（
浜
口
）
整
形
外
科

の
外
来
診
療
は
何
人

く
ら
い
診
ら
れ
る
か
。

A
（
事
務
長
）
予
約
優

先
で
症
状
に
も
よ
る

７
月
11
日
〜
12
日　

実
施

参
加
者　

男
６
人
、
女
５
人

ふ
る
さ
と
納
税

７
月
末
現
在　

22
件

�

３
０
３
万
円

〔
教
育
委
員
会
〕

令
和
８
年
度
全
国
学
力

�

学
習
状
況
調
査
結
果

が
、
１
人
15
分
程
度
で
１
日

７
〜
８
人
が
限
度
か
と
思
う
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

社
会
福
祉
協
議
会
事
業

サ
ロ
ン
事
業
売
上
金
額

（
７
月
末
）�

１
８
６
万
円

　
　

営
業
日
数　

１
０
６
日

福
祉
有
償
運
送
事
業
利
用
者

数

�

高
齢
者　

２
７
７
件

�

障
が
い
者　

４
０
２
件

子
育
て
支
援
拠
点
事
業

�

（
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
）

　

利
用
者
数　

１
６
１
０
人

　

実
施
日
数　
　

１
０
４
日

こ
ど
も
の
生
活
支
援
強
化

事
業（
セ
イ
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）

　

利
用
者
数　

２
０
２
２
人

　

実
施
日
数　
　

１
０
０
日

総 務・文 教経 済・民 生

中
根 

委
員
長

整形外科
� 外来はじまる山

下 

委
員
長

４
月
23
日　

全
国
で
実
施

結
果

◦
小
学
６
年

〔
国
語
〕
全
国
・
県
平
均
を

下
回
る
。

〔
算
数
〕
全
国
平
均
を
下
回

り
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
。

　

家
庭
学
習
時
間
は
全
国
、

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

「
自
分
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
思
っ
て
い
な
い
児
童

が
半
数
近
く
い
る
。

◦
中
学
３
年

〔
国
語
〕
全
国
・
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

〔
数
学
〕
全
国
・
県
平
均
を

か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。

　

規
則
正
し
い
生
活
、
家
族

と
よ
く
話
を
す
る
、
自
分
に

よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え

る
生
徒
が
、
全
国
・
県
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

全
員
が
学
校
に
行
く
こ
と
が

楽
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
井
下
）
学
力
、
学

習
調
査
だ
が
、
小
学

６
年
生
は
家
庭
学
習
は
、
全

国
、
県
と
も
に
上
回
っ
て
い

る
が
、「
自
分
に
よ
い
と
こ

ろ
が
あ
る
」
と
思
っ
て
い
な

い
児
童
が
半
数
近
く
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
中
学
３
年
生
は

規
則
正
し
い
生
活
、
家
族
と

の
会
話
、
自
分
に
よ
い
と
こ

ろ
が
あ
る
な
ど
の
質
問
に
対

し
て
、
そ
う
考
え
る
生
徒
が

全
国
・
県
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
が
、
要
因
は
。

A
（
教
育
長
）
特
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

直
島
の
場
合
は
１
学
年
20
人

程
度
な
の
で
、一
人
ひ
と
り
の

結
果
が
全
体
の
平
均
に
大
き

く
影
響
す
る
。今
回
は
学
年
の

差
が
大
き
く
出
た
の
で
、
十

分
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
小

中
学
校
に
は
依
頼
し
て
い
る
。

〔
産
業
環
境
課
〕

鳥
獣
捕
獲
数
（
７
月
末
）

つ
り
公
園
（
７
月
末
）

　
　

営
業
日
数�

　

86
日

　
　

入
園
者
数　

７
４
８
人

エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

　

応
募
作
品
数　

１
０
６
点

消防団夏季訓練

盛り上がった「島コン」

放課後を過ごす児童たち

個性豊かなＴシャツ

カ
ワ
ウ

�

15
羽

タ
ヌ
キ

�

２
匹

カ
ラ
ス

�

４
羽

イ
ノ
シ
シ

�

９
頭

ヌ
ー
ト
リ
ア

�

１
匹

〔
企
画
電
算
室
〕

出
会
い
隊
「
島
コ
ン
」
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令
和
８
年
度　

補
正
予
算

一

般

会

計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
１
７
７
万
円
を

追
加
し
、
38
億
６
２
２
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
歳
入

◦
前
年
度
繰
越
金

�

１
１
７
７
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委

員
報
酬�

10
万
円
追
加

◦
国
保
会
計
操
出
金

�

３
５
４
万
円
追
加

（
主
な
質
疑
）

Q
（
浜
口
）
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
委
員
の

報
酬
が
追
加
補
正
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
算
出
基
礎
は
。

A
（
総
務
課
長
）
委
員

は
10
人
で
２
回
の
予

　

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
２
１
６
号

３
ペ
ー
ジ
下
段
「
令
和
７

年
度
補
正
予
算
」
は
「
令

和
８
年
度
補
正
予
算
」
の

誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

定
。報
酬
は
１
回
５
千
円
だ
。

Q
（
山
上
）当
町
の
特
別

職
報
酬
は
、
他
町
と

の
比
較
で
は
ど
の
あ
た
り
か
。

A
（
総
務
課
長
）町
長
・

副
町
長
は
県
内
で
最

下
位
、
議
員
は
類
似
団
体
で

の
比
較
で
は
中
間
よ
り
少
し

下
だ
。診

療
所
会
計

　

香
大
医
学
部
の
整
形
外
科

医
が
月
２
回
診
療
に
来
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
66
万
円

を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
（
浜
口
）

　

お
年
寄
り
が
多
い
当
町
で

は
整
形
外
科
へ
の
要
望
は
非

常
に
多
い
。
よ
っ
て
原
案
に

賛
成
す
る
。

討  

論

「ペット同行避難」
　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
の
掲
載
を
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
わ
か
り
や
す
く
掲
載
で
き

な
い
か
。�（
令
和
８
年
３
月
定
例
会　
山
下
議
員
）

　

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
は
町
に
お
い
て
も
重
要
な

課
題
だ
。

　

環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
本
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
し
、
他
の
自
治
体
も
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ

可
能
と
の
明
記
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
目
的
は
、
町
民
の
安
全
安

心
の
た
め
事
前
の
情
報
共
有
手
段
と
し
て
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
は
収
容
人
数
や
ス
ペ
ー

ス
が
異
な
り
、
ペ
ッ
ト
同
行
可
と
の
明
記
は
混
乱

す
る
と
考
え
る
。�

（
小
林
町
長
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
載
で
き

な
い
か
。

　

そ
の
部
分
だ
け
載
せ
る
の
は
可
能
だ
。
今
後
検

討
す
る
。�

（
小
林
町
長
）

　
台
風
７
号
接
近
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
が
、

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
関
す
る
掲
載
は
な
か
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

�

（
令
和
８
年
９
月
定
例
会　
山
下
議
員
）

　

ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
に
つ
い
て
、
今
後
担
当
課

と
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
小
林
町
長
）

答
　
弁

答
　
弁

答
　
弁

　
人
生
初
の
傍
聴
体
験

　

ふ
れ
あ
い
通
信
に
て
情
報

を
得
て
前
日
に
傍
聴
し
に
行

こ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　

当
日
、入
り
口
さ
え
も
わ
か

ら
ず
進
ん
だ
先
は
議
長
席
の

真
裏
。
慌
て
て
逆
の

方
へ
向
か
う
と
扉
に

傍
聴
の
文
字
が
見
え

た
の
で
詳
細
に
気
づ

か
ず
中
へ
入
っ
て
腰

を
下
ろ
し
た
ら
、
係

の
方
に
傍
聴
者
氏
名

の
記
入
を
促
さ
れ
た
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
議

会
が
始
ま
り
、
分
厚

い
紙
資
料
に
基
づ
き

な
が
ら
議
会
は
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
そ

の
資
料
自
体
も
記
入

台
に
用
意
さ
れ
て
い

て
我
々
も
目
を
通
す
こ
と
が

で
き
る
ら
し
い
。
休
憩
時
間

に
の
ぞ
い
て
み
た
。
フ
ム
フ

ム
先
ほ
ど
議
題
に
出
て
き
た

内
容
が
確
認
で
き
た
。

　

年
を
重
ね
て
き
て
今
回
た 鈴木 久子 さん

次 回 は 知 人 も 一 緒 に

　

直
島
町
の
議
会
を
傍
聴
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

直
島
町
の
財
政
の

こ
と
も
知
り
た
か
っ

た
で
す
が
昼
で
帰
っ

て
し
ま
い
、次
回
は
長

く
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
が
思
っ
た
の
は
、

も
っ
と
真
剣
に
町
民

の
こ
と
を
考
え
て
質

疑
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
直
島
町

の
財
政
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た

か
っ
た
の
で
、
次
回

は
そ
こ
を
傍
聴
し
に

行
き
た
い
で
す
。

石田 和正 さん

次 回 も 傍 聴 に 行 き た い

傍
聴
記ま

た
ま
参
加
し
て
改
め
て
傍

聴
は
面
白
い
と
思
っ
た
し
、

住
ん
で
い
る
町
の
事
を
い
ろ

い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
え
た
。
も
っ
と
聴
き

に
来
る
人
が
増
え
た
ら
い
い

の
に
！ 

ひ
と
ま
ず
知
人
に

声
を
か
け
て
次
回
は
一
緒
に

参
加
し
た
い
。
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すぐにできない
から

おもしろい

　

現
在
の
直
島
は
「
現
代

ア
ー
ト
の
聖
地
」
と
し
て
世

界
中
か
ら
認
め
ら
れ
、
国
内

外
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
島
と
な
り
ま
し
た
。

　

数
多
く
あ
る
ア
ー
ト
作
品

の
中
に
あ
っ
て
、
草
間
彌
生

氏
の
黄
色
の「
南
瓜
」と「
赤

か
ぼ
ち
ゃ
」
は
、
直
島
を
世

界
に
知
ら
し
め
た
作
品
で
あ

り
、
そ
の
功
績
は
ひ
と
き
わ

大
き
な
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
作
品
は
、「
無

限
」
と
「
愛
と
平
和
」
の
象

徴
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
直

島
で
生
き
続
け
、
人
々
の
心

を
魅
了
し
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
深
い
敬
意
と
感
謝

を
捧
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
山
上　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
山
上　

英
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　

今
回
登
場
い
た
だ
く
の
は

「
直
島
女
文
楽
」
の
皆
さ
ん

で
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。本
日

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Q　

ま
ず
始
め
に
、女
文
楽
が

結
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

A （
米
谷
）
昭
和
23
年
に
女

性
だ
け
の
一
座
が
再
興
さ
れ

ま
し
た
。

Q　

現
在
の
活
動
状
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A （
米
谷
）
稽
古
は
週
１
回

直
島
ホ
ー
ル
で
し
て
い
ま
す
。

芸
能
大
会
や
敬
老
会
、三
豊
市

で
の
人
形
浄
瑠
璃
公
演
の
出

演
や
、
小
学
校
で
ク
ラ
ブ
活

動
の
指
導
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Q　

若
い
座
員
に
お
聞
き
し

ま
す
。始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
。

A （
境
）
文
楽
を
観
る
の
が

好
き
で
、
東
京
に
い
る
時
か

ら
観
劇
し
て
い
た
。
直
島
に

女
文
楽
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
移
住
し
た
ら
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
た
。

（
齊
藤
）
職
場
の
研
修
で
見

学
と
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
私
も
や
り
た
い
と
。

（
松
下
）
子
ど
も
の
頃
か
ら

な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
た
女

文
楽
に
興
味
が
湧
き
、
自
分

も
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
今
瀬
）
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
伝
統
芸
能
に
興
味
が
あ
っ

た
。
島
の
こ
と
を
い
っ
ぱ
い

知
り
た
い
と
思
っ
た
。

Q　

将
来
の
女
文
楽
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す

か
。

A （
本
橋
）
女
文
楽
と
い
う

全
国
で
も
貴
重
な
団
体
の
存

在
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。

（
齊
藤
）
島
の
伝
統
芸
能
と

し
て
、
親
し
み
や
す
さ
と
品

格
、
誇
り
を
保
ち
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
を
巻
き
込
み
、

継
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
松
下
）
規
模
の
大
き
さ
に

か
か
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
継
続

さ
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Q　

人
形
を
遣
う
こ
と
で
、

難
し
い
と
こ
ろ
、
大
変
な
と

こ
ろ
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

A （
小
松
原
）
全
部
!! 

動

き
ひ
と
つ
も
、
す
ぐ
に
で
き

な
い
か
ら
面
白
い
。

（
松
村
）
繊
細
な
動
き
を
意

識
し
て
い
る
が
、
滑
ら
か
さ

を
出
す
こ
と
が
と
て
も
難
し

い
。
き
ち
ん
と
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

Q　

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ

こ
を
観
て
ほ
し
い
、
感
じ
て

ほ
し
い
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
。

A （
佐
藤
）
３
人
で
息
を
合

わ
せ
て
人
形
の
感
情
や
そ
の

場
の
情
景
を
表
現
し
よ
う

と
、
新
人
た
ち
が
励
ん
で
い

ま
す
。
温
か
い
目
で
応
援
お

願
い
し
ま
す
。

（
本
橋
）
女
文
楽
っ
て
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
ず
は
公
演
を
観
に
き
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
渡
辺
）
人
形
が
美
し
く
あ

る
た
め
に
、
太
夫
（
語
り
）

三
味
線
弾
き
が
い
ま
す
。
人

形
の
繊
細
な
所
作
を
観
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

Q　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ど
う
ぞ
。

A （
佐
藤
）
江
戸
時
代
か
ら

続
く
島
の
伝
統
芸
能
。
文
化

を
示
す
生
き
る
資
料
と
感
じ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
見
学
に
。

（
渡
辺
）
か
っ
こ
よ
く
弾
け

る
よ
う
に
な
っ
て
、「
私
も

や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
髙
橋
）
20
代
前
半
の
メ
ン

バ
ー
が
私
し
か
い
な
い
の
で
、

若
い
層
に
も
文
楽
の
面
白
さ

を
伝
え
た
い
で
す
。

（
松
村
）
少
し
で
も
興
味
が

あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

女
文
楽
の
皆
さ
ん
、
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
伝
統
芸
能
の
継
承
と
保

存
、
す
ご
く
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
議
員
も
心
か
ら

応
援
し
、
ま
す
ま
す
の
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 　　

座
長

�

　

米
谷　

圭
子
さ
ん

�

井
下
し
げ
み
さ
ん

�

坂
口
津
代
子
さ
ん

�

廣
田
恵
美
子
さ
ん

�

本
橋　

英
里
さ
ん

�

齊
藤　

美
穂
さ
ん　

�

佐
藤　
　

樹
さ
ん

�

境　
　

亜
美
さ
ん　

�

小
松
原
美
千
代
さ
ん

�

髙
橋　

春
香
さ
ん　

�

今
瀬　

美
里
さ
ん

�

松
村　

舞
子
さ
ん　

�

櫻
木
ミ
ト
メ
さ
ん

�

杉　

三
千
代
さ
ん

�

渡
辺　

真
紀
さ
ん

�

松
下　

直
子
さ
ん

火まつりでの初出演

今年も出演した芸能大会

練習風景

直島女文楽直島女文楽


